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２Ｂ０１ 

伝統食品産業におけるマス・カスタマイゼーション： 

製造業のパラダイムシフト理論による考察 

 

 
○金間大介（東京農業大学） 

 

 

 

1. はじめに 
 製造工程の進化、特にデジタル化への移行はすでにかなり以前から行われており、その例は枚挙に暇

がない（Polland, et. al., 2016）。特に、エレクトロニクス産業などのハイテク産業におけるデジタル化

は、3D プリンタなどの登場により急速に進展している（Berman, 2012; Bak, 2003）。 
 ただし、逆にローテク産業ではデジタル化の波の速度は遅めである。特に食品製造業では、他の製造

業と比べて人に頼る要素が大きく、労働集約的要素を多く残していると言われる。この理由として，食

品は地域性が他の食品との差別化の大きな要素となっていることが挙げられる（Kanama and Kido, 
2016）。世界各地で伝統的に地域ごとの気候風土に合わせた食品の開発が進められてきたため，一部の

食品を除き大量生産に向かず，逆に人に化体した技能が発展してきた。 
実際に、先行研究では、食品製造業は他の製造業に比べてイノベーション活動が活発でなく、低い研

究開発集約度であることが指摘されている(Becheman and Skjolkebrand, 2007; Christensen, at. el., 
1996; Martinez and Briz, 2000).その中でも特に伝統的な産業、例えば、味噌、しょうゆ、豆腐、酒（日

本酒）など、日本古来の食品を製造する工程では、いまだに職人による感覚的な技に基づいた品質管理

が行われている。いわゆる匠と呼ばれる職人のスキルは、場合によっては数百年間、変わらずに受け継

がれているものもある。 
 本研究では、その中でも清酒産業に着目し、同産業における新しい潮流を捉える。酒造りの現場では、

古くから杜氏と呼ばれる職人の最高責任者が製造工程の全てを管理するとともに、品質を大きく左右す

る各工程の長さやタイミングを決定している。したがって、今でも現存するほぼ全ての酒蔵の品質－味、

香り、舌触りなど－は、この杜氏の力によって決まると言っても過言ではない。 
 しかしそのような状況の中、この伝統的な製法とは異なる方法で酒造りを始める酒蔵が出始めた。こ

のアプローチが、一部の地方中小清酒メーカーによるマス・カスタマイゼーションである。彼らは、製

造工程のデジタル化、人に化体したスキルの形式知化、顧客接点の強化などを通して、多様化する顧客

ニーズに対応し、可能な限り製品価格に転嫁することなく実現している。本研究では，そのような数少

ない先進的な企業の中から，日本の愛知県にある関谷醸造株式会社のケーススタディを行いながら、技

術的変容と清酒産業の変化、消費者のニーズの変化、地方酒蔵の新しいビジネスモデルの構築などを探

求する。 
  
2. 理論的フレームワーク 
 良く知られるように、製造業はその誕生からいくつかのパラダイムを経て今日に至っている（Hu, 
2013）。最初のパラダイムは手工業であった。手工業における作業の中心は職人による手仕事であった。

その後、富の蓄積が進み、受注量が増大すると、蓄積した資金で設備投資をし、これを他人に貸し出し

て仕事を発注し生産物を買い取る問屋制家内工業へ変化した。その後設備と作業者を一箇所に集めた工

場で生産する工場制手工業へ変化した。 
ただし、家内制手工業がそのまま温存される例もある。その典型例が全国各地の伝統品を扱う産業で
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ある。これらの共通項として次の 3 つの要素が挙げられる。(1)地域性の高いものを生産している。(2)
機械化の難しい技術を含んでいる。(3)価格弾力性が小さい商品を生産している。この共通項を全て含む

産業の１つとして、本稿が取り上げる清酒産業がある。 
 さらに工業化が進み、生産過程における様々な技術革新を経て、工場制機械工業が成立した。手工業

時代では、蒸気機関の発明以前ということもあり、製造、販売とも地理的にローカルに限られていた。

そこへ工業化の進展により、より多くの人へモノを届けられるようになると同時に製造工程が急速に進

化し、近年のマス・プロダクションへと至っている。 
しかしながら、1980 年代の後半に入り消費者のニーズが多様性することで、製造業の競争も少品種

大量生産から多品種少量生産へと変化してきた。これがマス・カスタマイゼーションの起点と言われる

（Kaplan, 2006）。マス・カスタマイゼーションとは，コンピュータを利用した柔軟な製造システムに

よって、低コストの大量生産プロセスと柔軟なパーソナライゼーションを組み合わせたシステムである

（Davis, 1987）。マス・カスタマイゼーションは、製造業とサービス業における新たなビジネス競争の

舞台でもある（Pine II, 1992)。 
さらに顧客との距離を縮め、より顧客の意向を反映させたものづくりもある。このような方法は歴史

的に見れば古く家内制手工業の時代から存在しているが、近年の新たなアプローチとして、顧客が製品 
のデザイン段階から参加するという特徴が挙げられる（Noguchi and Hernàndez-Velasco, 2005）。より

ニーズを多様化させた顧客は、自らすすんで製品のデザインのプロセスに参加し、品質にも影響を与え、

かつ対価も払う（Fogliatto, et. al., 2012）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 製造業のパラダイムシフト概念図 

 
3. 日本における清酒産業 
現在、清酒には 1990 年に導入された普通酒と特定名称酒の区分が適用されている。また、特定名称

酒は原料米の製造加工方法の違いによってさらに 8 区分に分類される（表 1）。一般には，普通酒より特

定名称酒の方が高価格となる。図 2 は日本における清酒出荷量の推移である。1975 年をピークに緩や

かな減少傾向にある。また，酒類体の中での清酒のシェアも緩やかに落ちてきており，2015 年度では 6％
程度となっている。 
このような中，2000 年代後半に入り比較的高価格の特定名称酒がこの状況を変化させている（図 3）。

この頃から、大手メーカーが作る日本酒とは異なる吟醸酒や純米酒を作る中小メーカーに注目が集まる

ようになった。全国各地の酒蔵によって生み出される多種多様な清酒が注目され、消費者はそれらの酒

の個性や，多様性そのものを楽しむようになった。 
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表 1 清酒の区分 
 
販売数量規模別にみていくと、年間の製成数量が 100kl 以下の酒蔵が全国で 60％を超えており、300kl

以上を製成する企業は 15％程度に留まっている。実際に市場シェアを見てみると、1 位の白鶴酒造が約

10％のシェア率となっており、上位 5 社のシェア率を合算しても 37％となる（図 4,5）。このことは大

手 4 社でシェア率の 99％を誇っているビール業界と比較すると対照的である。 
このように，大企業と中小企業が作る製品や対象とするターゲットの棲み分けができつつある。清酒

の出荷量そのものは減少傾向にあるが，高付加価値商品にあたる特定名称酒が市場全体の落ち込みを抑

えている状態と言える。本研究では、そのような酒蔵の代表的存在と言える関谷醸造株式会社を取り上

げる。同社は早い段階から社外杜氏に依存するシステムから、社内蔵人のみで醸造する仕組みを確立し

てきた。また、酒のオーダーメイドで造るというビジネスをはじめ、新規顧客の獲得や既存客への新た

な価値提案を行っている。つまり、清酒産業という典型的な伝統食品産業において技術伝承を行うと同

時に、マス・カスタマイゼーションを実現している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 清酒出荷量の推移         図 3 特定名称酒の出荷量の推移 
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図 4 清酒市場のシェア               図 5 ビール市場のシェア 
 
4. まとめ 
本研究では伝統的な食品産業である清酒産業に着目し、同産業における新しい潮流を捉えた。そのア

プローチの 1 つとして、一部の地方中小清酒メーカーによるマス・カスタマイゼーションに着目した。

彼らは、製造工程のデジタル化、人に化体したスキルの形式知化、顧客接点の強化などを通して、多様

化する顧客ニーズに対応し、可能な限り製品価格に転嫁することなく実現していた。本研究では引き続

き、製造業におけるパラダイムシフトの理論的背景を踏まえながら、食品製造業における技術的変容と

新しいビジネスモデルの構築を考察していく。 
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